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轟菜の主要病害虫の防ぎ方 ( 1 )

今年も諌菜の時期がやって来ました｡秋の温涼な気

象条件は病害虫の発生に好適で毎年病害虫による被害

は多く､収丑の減少､時には収量皆無をまねくことも

少なくない｡従って､その防除を軽視 したり､油断 し

ては所期の目的を達することは出来か ､｡近年､多く

の便れた殺虫､殺菌剤などの農薬の出現で､病害虫に

よる被害は年々減少の傾向にあるが､反面､薬剤の続

出に伴 なって､その選択に混乱をまねく現状である｡

しかし､どんなに俸れた薬剤でも適用､散布の方法､

実施の時期などが正確に行なわれなければ､効果が発

拝できないのみか､逆効さえ生ずる場合があるので､

これらには十分注意 して効果的な防除法を誇ずること

が肝要である｡

次に十字花科､ウリ科､ナス科夜業などの主な病害

虫の防除について述べてみたいと思います｡

1､十字花科京菜

病 害

菌 核 病

本病菌の寄主植物は32科160種であり､日本ではナ

タネの恐 るペ く病害である｡沖縄でも毎年各地で発生

がみられ被害 も大きい｡主に茎葉に発生 し､葉では初

期に灰白色で白絹糸状 を里 し軟席 して後に綿状となり

その中に魚糞状の菌核 (黒い塊)が多数できる｡

また茎に発病する最初は褐色であろが､後に灰白色

となって庸放 し､茎の中は空洞ができ菌核を生ずる｡

〔防 除〕

○棚 株は初期に抜 き取って焼却するか土中深 く埋め

る｡

○菌核は地表で3-4年間も生存するから連作をさけ

る｡

○石灰分の少ないシンメル粉剤が適 し､10アール当り

5-6kgを3回散布するとよい｡

なおハクサイは一般に薬害を受けやすいので薬剤散

布には十分注意する｡

白 斑 病

諌薬類に最も普通にみられる被害の大きい病害であ

る｡薫の表面に灰褐色の斑点ができ円形または不正多

角形となり､中央部は灰白色～黄白色となり周縁は緑

灰色で後に中央部は裂孔する｡夏に雨の多い年は発生

が多くなる｡

〔防 除〕
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○被害葉ははぎ取って土中深く埋めるか､堆肥として

積み込む｡

○肥料切れは発病の誘因となるから施肥に十分注意す

る｡

○発生初期にシンメルポル ドゥを水182 (1斗)に30g

あるいはダイセンを水182に30-36g溶液を用いる｡

ダイコンモザイク病

ウイルス (Virus)病で年中発生するが､特に秋季に

多い｡新案には葉脈部に粗い摘録または黄緑色の斑巌

が現われる｡葉面は凹凸が甚だしく不正形となり､あ

るいは細葉となる｡若いときに感染したものは被害は

著 しい｡モモアカアプラムシやダイコンアプラムシ､二七

ダイコンアプラムシなどの媒介で伝染する｡発病率は

アプラムシの発生と比例的である｡実験的には病植物

の汁液接種によっても発病は可能であるが､畑では汁

液伝染は起らない｡

〔防 除〕

○抵抗性品種を栽培する

○アプラムシを駆除する｡発芽初期から1週間おきに

マラソン乳剤1000倍液やエンドリン乳剤の800倍液

などの散布を3-5回行う｡

○禾木科作物の間に間作して有遡アプラムシの飛来を

防ぐ｡

害 虫

キスジノミハムシ

白菜､大根､キャベツなどの十字花科疏菜を食害す

る｡体長は2m位で卵形をした甲虫で左右の上週に黄

色紋があり､ノミのようにぴんぴんはねる｡幼虫は長

円筒形で淡黄ないし乳白色､成長すると4-5mm｡蛸

は乳白色で後に暗褐色で2-3m位である｡1年に4

-5回発生､成虫で越冬 し､長命で産卵期間も長く､

浅い地中や作物の地際で産卵する｡晴天の日によく活

動するが､曇天や雨には葉裏や根元にかくれる｡発生

直後から葉を食害､その食痕は葉の成長につれて大き

く裂ける｡また幼虫は土中にいて根をなめ､不規則な

食滞を残 し､これから病菌が侵入 し腐敗を起す場合が

ある｡

〔防 除〕

○播種前にアル ドリン粉剤を10アール当り3-4kg散

布する｡また発芽後は1週間おきにエンドリン乳剤

800 倍液またはマラソン乳剤10∝)倍液を用い､10ア

-ル当り144-1802を2-3回散布すると効果的で

ある｡

○根に幼虫の加害を認めた場合はエンドリン乳剤8(刀

倍液を潅注するとよい｡

ハイマダラノメイガ (心喰虫)

成虫は体長7m位で全体灰褐色の小さいガである｡

幼虫は淡黄～黄褐色｡蛸は7mm位で褐色である｡発生

回数は地方や年によって異なるが､普通は1年に3-

4回発生するが､早いものでは6回も発生を繰返すこ

とがある｡

成虫は日没から活動 して子葉や本葉上､葉柄に1粒

づ 産ゝ卵する｡幼虫は心葉を綴って食害する｡

〔防 除〕

○発芽初期から1週間おきにDDT5%粉剤またはエ

ンドリン乳剤8(氾倍液を3-4回散布するとよい｡
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